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水稲の高品位安定多収技術に関する研究
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1　は　じ　め　に

最近の機械移植栽培において，茎数過多による細悍化，

あるいは短梓化等が異常気象下で豊熟を不安定にし，収量

の限界を招いている等の考えから．県内の一部では，生育

をそろえ，そして多収を得る目的で探水管理が行なわれは

じめている。そこで，深水管理が水稲生育にどのような影

響を与えるかについて検討した結果，いくつかの知見を得

たので報告する。

2　試　験　方　法

日）実施場所：置賜分場は場　細粒強グライ土　日減水深

0．8（¶（2）供試苗：ササニシキ　稚苗　4／20（月／日）

は種　200g／箱（3）移植：5／16　21．5株／材　5～6

本植え（4）施肥（N吻／q）：基肥0．4　活着0．2　穂ば

表1　地温（▲3（¶）の推移（℃）

らみ0．2　稜ぞろい0．1

（51区の構成

ml　標準区　　　　　標準水管理

恥2　生育前期深水区　活着後～6／25　水深7～9m

恥3　生育中期深水区　7／3～7／16　水深13～15（Ⅶ

採水期間以外は標準水管理，中干し6／26～7／2

3　試験結果及び考察

深水区の地温（▲3m）は標準区に比べ温度の変化は緩

慢で，最高地温が1～3℃程度低く，最低地温は逆に0．5

～1℃程度高くなり，1日の温度差は小さくなっている。

深水期間中の最高地温の積算値を見ると，生育前期深水区

（31日間）で47℃，生育中期採水区（14日間）で35℃程度，

標準区より少なくなっている（図1．表1）。

一方，稲生育に与える影管としては，深水により分げっ

区 名 地 霊 旬
5 6 7 積　 算　 値

6 1 2 3 4 5
1

（3 ～ 5 ）
2 3 鴇 6 J 乃 5 7ノ巨 7／16

凛 準 区
最 高 2 5 ．2 26 ．1 27 ．4 29 ．0 2 8 ．7 2 2 ．8 26 ．6 24 ．5 27 ．4 8 2 1．2 3 7 2 ．1

最 低 15 ．8 1 6 ．8 18 ．8 18 ．6 2 1 ．2 18 ．4 2 1．4 20 ．4 20 ．9 5 6 3．8 2 9 3 ．8

深 水 区
最 高 2 3 ．6 2 5 ．1 26 ．6 26 ．2 2 6 ．8 2 1 ．9 24 ．4 2 3 ．5 24 ．0 7 74 ．6 3 3 7 ．4

最 低 16 ．1 17 ．1 19 ．1 19 ．6 2 1．9 19 ．2 2 1．8 2 0 ，8 2 1，3 5 8 1，1 2 9 7 ．6

0　8　16　24肝等〉

図1地温（▲3（憫）
の日変化

の発生が抑制され．草丈は伸長する傾向が認められる（図

2）。生育前期深水区では．深水期間が分けつ初期から中

華　　期にあたるため，分げっの発生の抑制程度が大きく，標準

丈　　区に対し7～8割程度の茎数で推移し．最高分げっ期が遅

帥搾　　れ，最高茎数も少ない。このため，有効茎歩合は高いもの

上長　　の，穂数は1割程度少ない。また．草丈は深水期間中1割

掛音名豪孟孟成
図2　草丈，茎数の推移

程度長日に推移し．標準水管動こ切り換えた2週間後ころ

までは同様な傾向で推移するが，その後伸長は鈍化し，梓

長はやや長い程度になっている。一方，生育中期深水区で

は最高分げっ期から2週間の採水期間であるため，弱小分

げっの発生が抑制される程度で，生育前期深水区はど抑制

程度は大きくない。このため．最高茎数はやや少ないが，

有効茎歩合が高くなるため，穂数は標準区並となっている。
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草丈は探水期間中やや長くなる程度で，梓長は標準区並と

なっている。

深水期間中の風乾物垂は標準区より軽く，R／T比もや

や低く推移している（表2）。深水から標準水管理に切り

換えると，生育前期深水区では地上部．地下部とも急増し，

標準区並からやや勝る程度で推移し，Rノ汀比も標準区並と

なっている。しかし，生育中期深水区では地下部の増加が

綬慢となり，R／T比も低目のまま推移している。また，生

育中期深水区では下乗の枯れ上がりが目立ち，豊熟期中期

の生薬数が少ないことから，根の活力も弱まっているもの

と推察される（表3）。

表2　風乾物垂の推移（ダ／ガ）

　 日
項
目
6／22 7／18

8／10 8／30 成 熟 期

茎葉 穂 茎葉 穂 茎葉 穂

地
上
部
垂

1 80．3 46 8 748 17 1 6 24 713 592 883

2 69 ．8 482 777 178 635 739 6 19 90 2

3 － 46 7 767 175 618 724 597 88 5

地
下
部
垂

1 3 2．0 1 2 4 13 5 1 15　 1

2 26．1 1 2 5 1 5 4 1 18 l

3 － 11 3 1 3 2 1 10 1

蓑3　生彙数（枚／茎）

∵

7／17 8 ／9

8 ／29

B
（止糞） B － 1 B － 2

1 4．7 4．6 0．94 0．93 0．78

2 4．7 4．6 0．96 0．92 0．80

3 4．0 3．8 0．87 0．83 0．52

表4　稲体窒素含有率l別の推移

6／11 6／22 7／3 7／18
8／10

茎葉 穂 「重要1
4 ．2 2 3 ．3 6 2 ，4 1 1 ．5 6 1．0 4 1 ．0 8 0 ．5 5

3 ．9 0 3 ．10 2 ．4 5 1．6 2 1．0 6 1．1 0 0 ．5 6

－ － 2 ．4 0 1．5 1 1．0 1 1 ，1 0 0 ．5 3

蓑6　収　　　量

稲体の窒素含有率は，深水期間中標準区より低く推移し

ている（表4）。これは，深水により最高地温が低く推移

するため．土壌中のアンモニア態窒素の発現が少なくなる

ことに加え，根量が少なく．根の活力も弱まり，その結果

窒素吸収が抑制されるものと推察される（図3，図4）。

また．深水から標準水管理に切り換えた後の稲体の窒素含

有率は深水の時期によって違っているが，これは水管理の

切り換え後の土壌中アンモニア態窒素の遵いや，根量の増

加の違い等によるものと推察される。
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図3　土壌中NH4－Nの推移　図4　窒素吸収量の推移

8月30日に茎の太さ，梓基垂について調査した結果を表

5に示した。深水により茎が太くなり，梓基重も重くなる

傾向が認められるが．生育中期深水区では生育前期深水区

はどの明確な差は認められない。

表5　茎の太さ及び梓基垂

　 項 目

恥

茎　 の　 太　 さ （卿） 梓 基 重

（ダ／10本 ）長　　 径 短　　 径

1 3．57 2．72 0．98

2 3．66 2．85 1．07

3 3．59 2．8 1 1．01

収量は生育前期深水区＞生育中期深水区≧標準区となり，

生育前期深水区でやや高い（表6）。生育前期深水区は一

穂もみ数が多くなる生育相で．豊熟歩合，千校垂が高まり

やや増収している。一方，中期深水区ではガ当たりもみ数

は多いが，豊熟歩合．千校重が低下しており標準医並の収

量となっている。

項 目 梓　　 長 穂　　 数 有 効 茎
歩　 合

も　 み　 数
豊 熟 歩 合 千 拉 重 精 玄 米 垂

一　　 棟 ガ 当 た り

N n （（¶ ） （本 ／ガ ） （％） （拉 ） （×1 0 3 拉 ） （％） （グ） （吻 ／q ）

1 8 2 ．1 58 9 7 1．0 7 1．6 4 2．2 8 1 ．8 2 0 ．7 6 9 ．6

2 8 3，8 5 2 9 7 2．8 8 0．5 4 2 ．6 8 3．0 20 ．9 7 1 ．3

3 8 2 ．8 59 3 7 3．4 7 3．6 4 3 ．6 7 9 ．4 2 0 ．5 7 0 ．1

以上のように，深水により有効茎歩合が高まり，茎が太　め．深水の時期，期間等について更に検討する必要がある

くなる等の効果が認められ，収量も増加する傾向が認めら　　ものと考えられる。

れるものの，根量の推移や生彙数の減少等に問題が残るた

－34・－


